
 

（仮称）草津市産業振興条例と草津市産業振興計画の関係性 
 

「（仮称）草津市産業振興条例」は、市の産業振興に関する基本理念を定め、産業振興に関わる各

主体の役割を明確にすることで、産業の振興に関する施策を総合的に推進し、もって地域経済の発

展および市民生活の向上を図ることを目的とするものです。 

 

 

 

 

 

「草津市産業振興計画」は、条例に掲げる目的の実現のため、条例の基本理念に基づき、産業振

興施策を総合的かつ計画的に実施するための指針となる計画となります。本計画では、本市が中長

期的な視点の下、産業振興における「目指すべき姿」を設定し、その実現に向けた「戦略」と「施

策」を定め、計画的に取り組むこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【（仮称）草津市産業振興条例】 
 

目的 

定義 

基本理念 

計画の策定 

各主体の役割 

 ・事業者の役割 

 ・産業関係団体の役割 

 ・金融機関の役割 

 ・教育機関の役割 

 ・市民の役割 

 ・市の役割 

 

【草津市産業振興計画】 

 

「目指すべき姿」 

持続可能な未来に向けて 

新たな価値を生み出すまち 草津 

 

「戦略」 

1 経営基盤の強化支援 

2 イノベーションの創出支援 

3 活力に満ちたまちの構築と承継 

 

各戦略に基づく「施策」を展開 

 

【条例】 各主体の役割を明確にし、協力・連携しながら目的 

（地域経済の発展および市民生活の向上）の実現を図る 

【計画】 条例に掲げる目的を実現するための実行計画として、 

「目指すべき姿」「戦略」「施策」を定め、計画的な取組を展開する 
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